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 要  旨 
自動車や電化製品を製造する企業にとって、信頼性寿命データの解析を行い、自社製品の市場に
おける性能評価を行うことは極めて重要である。その結果を新規製品の開発プロセスにフィード
バックすることにより、品質・信頼性の向上と顧客満足を高めることに繋がる。 
現在、製品には保証期間が設けられ、製品が保証期間内に故障した場合、企業は無償で修理を
行っている。 企業はその修理の際にデータを得る。 
 収集されるのは故障データのみである。このとき、未故障（打切り）の製品の実稼働時間は、冷
蔵庫のように実稼働時間と暦時間が等しい場合は容易に知りうるが、自動車や複写機のように実
稼働時間（km、複写枚数等）と暦時間とが異なる場合には、不明である。 
打切りデータを無視した、故障データのみに基づく寿命特性の推定は一般には不可能である。
寿命分布の分布関数の推定において、故障データのみから推定した場合と打切りデータも考慮に
入れた場合とは大きな差異が生じる。 
このため、データ解析の際には、故障データだけでなく、打切りデータを考慮することが必要
となることが明らかである。 
そのため従来研究では、故障データに加え、企業が打切りデータに関する追加情報を補うこと
ができる場合を想定している（Suzuki(1985)）。 
また、Alam & Suzuki(2008)では、このような追加情報を必要としない推定方法が提案されて
いる。しかし、その推定法の性質の評価は、シミュレーションを用いたものに留まっている。 
そこで本研究では、そのような故障データのみを用いた解析法について、故障モードが１つの
場合と故障モードが２つの場合を考え、フィッシャー情報量行列に基づく漸近分散を導出し、そ
の性質を評価した。 
故障モードが１つのモデルでは、使用経過年が短い場合、推定精度を保証するためには多くの
販売数が必要となる。しかし、保証期間が設けられる製品は一般に市場型であり、その販売数は
非常に多く、推定精度に問題はないと考えられる。さらに、故障モードが２つの場合では、使用
経過年が短い場合においても、高い推定精度が保証できることを示した。 
このようなことから、故障データのみからの寿命特性の推定は十分可能であると考えられる。 
 
